
鳥取県への移住状況について（平成２５年度末現在） 

 

平成２６年６月１２日 

とっとり暮らし支援課 

 

平成２５年度の本県への移住者数がまとまり、年間９６２人となりました。この結果、平成２３年度

から平成２５年度までの３年間の移住者数は２，１７２人となり、平成２６年度までの目標２，０００

人（マニフェスト）を１年早く達成しました。 

 

１ 移住者数の調査結果 

（１）移住者数の推移 

年度 移住者数 累計 目標 

平成２３年度 ５０４人 ５０４人 ２，０００人 

平成２４年度 ７０６人 １，２１０人 

平成２５年度 ９６２人 ２，１７２人 

平成２６年度   

（２）平成２５年度移住状況（世帯主の状況） 

＜年代別＞ 

   ・年代別にみると、２０～３０代が多い。 

＜理由別＞ 

    ・理由別にみると、２０～４０代は、就職が中心。結婚・子育ても目立つ。 

     ５０代以上は、退職等による帰郷、田舎暮らし志向が中心。 

   ＜ＵＩターン別＞ 

    ・ＵＩターン別にみると、それぞれ伸びているが、Ｕターンの伸びが目立つ。 

＜地域別＞ 

    ・移住元の地域別にみると、近畿地方（大阪府、兵庫県等）からの移住者数の伸びが目立つ。

中国地方（岡山県等）、関東地方（東京都等）がこれに続く。 

   ・移住先の地域別にみると、鳥取市、倉吉市への移住が目立つ。 

（３）移住者数が増加した理由 

    東日本大震災以降の安全志向や県内企業の求人の増加に加え、県及び市町村による施策の充実

による効果もみられるようになったと考えられる。 

 

２ 今後の取組 

  人口減少・高齢化が進む地域の状況や都市部の企業の採用増の動きを踏まえ、特に地域の将来の担

い手となる若い世代をターゲットに、首都圏をはじめ全国に展開し、鳥取県への移住をより強く働き

かける。 
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農林水産業 7 3.3% 10 9.3% 9 19.6% 4 7.7% 2 3.2% 32 6.7%
田舎暮らしを志向 11 5.2% 16 14.8% 9 19.6% 9 17.3% 24 38.7% 69 14.4%
企業等への就職 122 57.8% 39 36.1% 12 26.1% 14 26.9% 8 12.9% 195 40.7%
起業 3 1.4% 8 7.4% 0 0.0% 1 1.9% 1 1.6% 13 2.7%
結婚・子育て 34 16.1% 26 24.1% 7 15.2% 6 11.5% 6 9.7% 79 16.5%
介護 0 0.0% 1 0.9% 2 4.3% 3 5.8% 3 4.8% 9 1.9%
退職・卒業等による帰郷 33 15.6% 5 4.6% 5 10.9% 15 28.8% 17 27.4% 75 15.7%
その他 1 0.5% 3 2.8% 2 4.3% 0 0.0% 1 1.6% 7 1.5%

211 100.0% 108 100.0% 46 100.0% 52 100.0% 62 100.0% 479 100.0%
※年代又は理由が不明な者（144世帯）を除く。

合　計

計

～２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代～

移住前 Ｈ２５年度 Ｈ２４年度 増減 前年比 主な都府県（Ｈ２５年度）

北海道・東北 17 18 -1 94.4%

関東 105 82 23 128.0% 東京　53、神奈川　28
中部 42 35 7 120.0%
近畿 252 132 120 190.9% 大阪　123、兵庫　78、京都　35
中国 140 102 38 137.3% 岡山　57、広島　44、島根　29
四国 15 38 -23 39.5%

九州・沖縄 30 11 19 272.7%

国外 20 16 4 125.0%
計 621 434 187 143.1%

※前居住地が不明な者（２世帯）を除く。

市町村名 移住者数 市町村名 移住者数 市町村名 移住者数 市町村名 移住者数
鳥取市 337(775) 若桜町 17(27) 琴浦町 31(63) 伯耆町 66(179)
米子市 29(94) 智頭町 47(119) 北栄町 18(165) 日南町 33(102)
倉吉市 100(137) 八頭町 27(32) 日吉津村 1(6) 日野町 24(48)
境港市 21(67) 三朝町 58(69) 大山町 38(107) 江府町 5(33)
岩美町 70(78) 湯梨浜町 11(17) 南部町 29(54) 合計 962(2,172)

※（　）内は平成23年度から３年間の累計

〔参考〕平成２５年度移住状況 

○移住者数・世帯数  ９６２人・６２３世帯 

○年代別 移住世帯数 

 ・２０～３０代の移住者が多い。 
２０代以下：２６６世帯（42.7％）  ５０代  ： ６５世帯（10.4％） 

  ３０代  ：１４０世帯（22.5％）  ６０代以上： ９１世帯（14.6％） 

  ４０代  ： ５８世帯（ 9.3％）  計    ：６２０世帯 ※年代が不明な者（３世帯）を除く。 

○年代別・理由別 移住世帯数 

 ・２０～４０代は、就職が中心。結婚・子育ても目立つ。 

・５０代以上は、退職等による帰郷、田舎暮らし志向が中心。         （単位：世帯） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ＵＩターン別 移住世帯数 

 ・それぞれ伸びているが、Ｕターンの伸びが目立つ。 
  Ｕターン：３５４世帯（前年度：２３３世帯） 

  Ｉターン：２６６世帯（前年度：２０１世帯） 

  計   ：６２０世帯  ※区分不明な者（３世帯）を除く。 

○前居住地別 移住世帯数 

 ・近畿地方（大阪府、兵庫県等）からの移住者数の伸びが目立つ。中国地方（岡山県等）、関東地方

（東京都等）がこれに続く。                     （単位：世帯） 

 

 

 

 

 

 

 

 

○市町村別 移住者数 

 ・鳥取市、倉吉市への移住が目立つ。                    （単位：人） 

 

 

 

 

 

 

○行政支援の活用状況 

 ・相談窓口の活用が目立ち、住宅支援制度、お試し住宅・体験ツアーがこれに続く。 

  回答のあったもの（１２７世帯）のうち主なものは次のとおり（複数回答あり）。 

・相談窓口（１０９世帯） 

・住宅支援制度（１７世帯） 

・お試し住宅・体験ツアー（１０世帯） 


